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事
問
題
を
中
心
的
に
取
扱
ふ
方
針
で
名
称
を
二
橋
論
叢
」
発
行
書
騨
は
岩
波
で

来
年
一
月
創
刊
と
し
九
月
中
に
編
集
準
備
に
か
、
る
予
定
で
あ
る
。
増
地
教
授
が

主
任
に
決
定
し
て
ゐ
る
が
他
は
未
定
、
な
ほ
こ
の
月
刊
誌
は
一
般
に
も
売
り
出
さ

れ
る
が
会
員
を
募
集
し
学
会
組
織
と
な
る
模
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
三
号
（
昭
和
十
二
年
九
月
六
日
）

ω
一
橋
法
学
不
振
の
原
因
と
対
策
を
発
表

　
　
法
学
研
究
部
活
動
す

法
学
研
究
部
で
は
高
文
受
験
、
科
目
選
択
等
に
現
れ
た
最
近
に
於
け
る
一
橋
法
学

の
不
振
の
原
因
及
び
そ
の
打
破
を
探
究
し
最
近
左
の
如
く
発
表
す
る
と
共
に
目
下

調
査
中
の
学
制
改
革
に
対
し
て
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
、
な
つ
た
が
か
か
る
法

学
低
調
に
は
四
つ
の
原
因
を
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
優
良
可
と
就
職
問
題
、
次
に
法
律
学
科
と
商
業
経
済
学
科
の
負
担
の
相
違

第
三
に
は
予
科
及
び
高
商
の
準
備
教
育
の
不
足
と
教
授
陣
の
不
備
、
第
四
に
三
部

制
と
選
択
科
目
の
過
多
で
第
一
第
二
の
原
因
へ
の
対
策
と
し
て
は
法
律
の
選
択
科

目
採
点
を
出
席
制
度
調
査
に
依
る
案
、
ま
た
法
律
一
単
位
の
採
点
を
二
単
位
に
す

る
案
。

第
三
の
原
因
に
対
し
て
は
法
律
は
予
科
か
ら
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
故
予
科
に
て
少
く

共
一
週
六
時
問
（
三
年
間
に
）
の
授
業
を
課
し
法
律
の
考
へ
方
を
作
る
案
。
第
四

の
原
因
に
つ
い
て
は
之
ら
が
法
律
学
徒
に
可
成
り
の
負
担
を
課
し
つ
、
め
る
故
現

行
三
部
制
を
廃
止
し
、
学
生
の
履
修
課
目
を
減
ず
る
案
が
夫
々
考
へ
ら
れ
る
が
、

右
案
の
是
非
は
何
れ
に
も
せ
よ
、
兎
に
角
、
統
制
経
済
強
化
、
官
界
進
出
の
標
語

を
か
、
げ
て
法
学
研
究
部
が
一
橋
法
律
学
振
興
の
為
め
、
学
制
改
革
に
対
す
る
活

発
な
る
運
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
掌
生
と
し
て
最
初
の
意
志
表
示
と
し
て
各
方
面

よ
り
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
五
号
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
）

⑤
学
制
調
査
委
員
会
予
科
に
も
設
置
さ
る

　
学
生
側
機
関
も
愈
々
実
現

予
科
に
於
け
る
学
制
改
革
運
動
は
粛
園
以
来
絶
え
ず
続
け
ら
れ
、
予
科
当
局
に
て

も
今
春
新
学
期
以
来
之
が
実
行
機
関
設
置
を
計
画
中
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
去
月
初

め
の
学
部
学
制
調
査
開
始
に
刺
激
さ
れ
て
急
速
に
進
捗
し
、
先
月
末
の
予
科
教
授

会
に
於
て
決
定
を
見
、
予
科
学
制
改
革
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
堀
主
事
を
始

め
、
牧
、
村
上
、
川
上
、
石
田
、
町
田
、
高
島
、
太
田
（
可
）
各
教
授
が
委
員
に

決
つ
た
、
目
下
学
期
試
験
の
為
め
、
末
だ
委
員
会
は
開
か
れ
な
い
が
本
月
下
旬
新

学
期
開
始
と
共
に
具
体
的
活
動
に
入
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
方
予
科
生
の
間
で
も
、
去
る
一
月
の
有
志
学
生
大
会
に
於
け
る
学
制
改
革
決
議

以
来
一
時
下
火
に
な
つ
た
と
は
い
へ
、
依
然
改
革
に
対
す
る
要
望
熾
烈
な
る
も
の

が
あ
り
、
予
科
当
局
の
委
員
会
設
置
に
呼
応
し
て
学
生
側
の
実
行
機
関
設
立
を
希

望
す
る
も
の
多
く
、
理
事
会
で
も
学
制
改
革
委
員
会
及
び
之
の
基
礎
た
る
全
学
的

実
行
機
関
設
置
を
計
画
し
て
ゐ
る
が
、
之
も
新
学
期
に
入
つ
て
実
現
さ
れ
る
模
様

で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
五
号
（
昭
和
十
二
年
十
月
十
日
）




